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製作期間     2021年　5月頃から　2021年　　11月頃まで  　製作時間       200 時間

 ロボットに関
 する写真と図

必ず，ロボットの概

要や機構等の特徴が

わかる写真や図等を

1～4枚で掲載する。

写真や図に記号等を

書 き 込 み , 下 の 枠

「ロボットのアイデ

ア概要」で解説す

る。

 

 ロボットの
 アイデア概要
【報告書要約】

どのような動きを実

現するために，具体

的にどのような素材

や機構を用いて実現

したのか，枠いっぱ

いに解説を書き込む

こと。

　私たち Eclipseはピッチングマシーンを基にした射出ロボットと、プロペラを回して
ボールを回収し、そのロボットの中にためることの出来る回収ロボットを作りました。
　回収ロボットの骨組みは、Ⅼ字のアルミアングルを使用しました。おもりには電池など
を使い、回収部分には、先に変形しやすいクリアファイルを使い、中心には変形しにくい
ポリプロピレンを使いました。ギアは 3 速の中速ギアを使いました。
　射出ロボットには、回収ロボットからもらったボールを受け取るための受け皿をプラダ
ンで作り、発射機構にボールを持っていくための通路を作りました。発射機構は、RE-26
0RA(モーター)に車輪を直に取り付け、ボールを射出する機構を作りました。こうするこ
とによって、早い回転速度でボールを飛ばすことができます。

 参考資料

製作上参考にした資

料や，参考にした先

輩のロボット等の情

報についてできるだ

け詳しく解説する。

　回収ロボットは、同じ学校のチームの、製作拡大委員会のとりこみ機構と救助ロボのプロ
グラム・形を参考にさせていただきました。ロボットの製作ではバランスをとるために天
秤のおもりを参考にしました。
　射出ロボットは、バッティングセンターのピッチングマシンの打ち出し機構を参考にし
ました。射出ロボットは、打ち出し機構の振動で方向がずれてしまうので、ロボットの下
面に家でも使っている 100 円ショップで売られているすべり止めシートを張りました。

報告書の          2          枚目以降にさらに詳しく自由フォーマットで記入する。この用紙を入れて          6          枚以内      で報告書を作成すること。  

この 作品 は クリエイティブ・

コモンズ 表示 4.0 国際 ライセン

スの下に提供されています。

↓横から ↓上から

かいしゅう

回収ロボット

←斜め上から ←真正面から

　しゃしゅつ

　射出ロボット 
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EclipseEclipseの作戦
【最初の作戦】
　 最初は、元回収ロボット
のキャタピラーで２つくらい
ボールを取り、運び、射出ロ
ボットに渡して、板を倒す作
戦でした。

【最初の作戦の問題点】
・元回収ロボットのキャタピ 
　ラーが２つ確実に取れるとは
　限らない点
　
・渡せても、射出ロボットが、
　前にしかボールを打てない点
　　　　　　　　　　　
・射出ロボットが回る振動で動
　いてしまう点
　　　　　などがありました。

【改善した作戦】
　問題点から、最初の作戦を改善し
た作戦は、現回収ロボットの回転す
る機構で時計回りに回し、後ろの
ボールをためておく機構にボールを
かきこみ、逆回転させて、射出ロ
ボットに渡し、板を倒す作戦になり
ました。

〈改善したロボット〉

〈最初に作ったロボット〉
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EclipseEclipseロボットの変化ロボットの変化
（ 1）最初に作られた回収ロボットについて。

　　　最初に作られた回収ロボットは、プラダンでボールを中に引き込み、キャタピ
　　ラーで、ボールを後ろに引き上げ、射出ロボットにボールを渡し、発射する機構
　　を作りました。

　この最初の回収ロボットの特徴は、 1度キャ
タピラーのなかに入ってしまえば、ボールが絶
対に落ちない点です。しかし、回収の効率が悪
い点と、回転する機構で、プラダンが硬かった
ので、ボールを遠くまで吹き飛ばしてしまう点
、ボールがあるコートに登れない点などに課題
がありました。

（ 2）最終的に決まった回収ロボットについて。

 　　最終的に決まった回収ロボットは、キャタピラーを取り外し、回転する機構をプ
　　ラダンだけから、中側をプラダン、外側をクリアファイルを切ったものに変更し、
　　ボールを遠くまで吹き飛ばしてしまわないようにしました。　
 　　さらに、骨組みを増やして、頑丈にし、後ろにボールをためておく場所を作り、
　　土台を斜めにして、最初に作った回収ロボットよりも性能が良くなりましたが、重
　　くなってしまい、以前ほどスピードがでなくなってしまいました。
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　この機構のメリットは、
前よりもボールをたくさん
入れておけるようになり、
回収の効率が良くなった点
、土台が射出ロボットに
ボールを渡す向きで斜めに
傾いているので、ボールを
射出ロボットに効率よく渡
せる点、そして、土台に
ボールが出ないように鉄の
Ⅼ字アングルをつけた点で
す。

 しかし、デメリットとし
て、頑丈なためとても遅く
、端の位置がとても低いの
で、射出ロボットにボール
をうまく渡しにくい点がデ
メリットです。　　　　



（ 3）最初に作られた射出ロボットについて。

　　　最初に作られた射出ロボットは、プラダンで、ボールを確実に回収ロボットから受
　　け取るために、受け皿のようなものを作り、射出口に誘導し、タイヤを時計回りに回
　　し、L字アングルに沿って発射する機構を作りました。　

　この最初の射出ロボットの特徴は、受け皿
があるので、ボールを射出口に送りやすい点
です。しかし、受け皿が狭い点と、一部しか
狙えない点、打ち出すタイヤを回すと、振動
で向きが変わってしまう点などに、課題があ
りました。

（ 4）最終的に決まった射出ロボットについて。

　　　最終的に決まった射出ロボットは、受け皿の大きさを大きくして、更にボールを受
　　け取りやすくし、一部しか狙えない点を解消するために、右側にタイヤをつけて、少
　　しだけ左右に動けるようにしました。

　この機構のメリットは、
前よりもボールを受け取りやすく
なった点、タイヤのおかげで、左
右にも、ボールを打てるように
なった点です。

　しかし、デメリットとして、打
ち出すタイヤを回すと、振動で向
きが変わってしまう点は治りませ
んでした。

（ 5）救助ロボットについて。

　　　　救助ロボットの車体は、時間が足り
　　　なくて、完成しませんでした。

　　　　救助ロボットのプログラムは、同じ
　　　学校のチームの、製作拡大委員会のプ
　　　ログラムを参考にし、作りました。
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反省点①　一度制作した回収、射出ロボットの性能がいまいちで、もういちど
　　　　　作り直したので、時間が足りなく、救助ロボットが作れなかった点

反省点②　人材不足により、作業が少しずつしか進まずに、滞ってしまった点
　　　　

EclipseEclipseの反省点

射出ロボット部品
・RE-260RA(モーター)×1 ・単2電池×2 ・有線コントローラー×1 ・プラダン 
・木材×4 ・コ型アルミアングル×4 ・タイヤ×2・4速ギア×1 ・ガムテープ
・滑り止め ・タイラップ×8 ・プラスチック部品×4 

ロボコンを終えて

　私たち Eclipseは、 2台のロボット（回収ロボットと射出ロボット）を作りました。
救助ロボットは、時間が足りず、作ることができませんでした。
　しかし、ロボコンの大会ではとても多くのことを学べました。
　救助ロボットは、回収ロボットと射出ロボットに時間をかけすぎてしまい、車体が
作れず、満足いく結果がにならなかったことは、残念でしたが、その経験をいかし、
次のロボコンで、満足いく結果を出したいです。

４

回収ロボット部品
・単2電池×4 ・有線コントローラー×1 ・プラダン ・ガムテープ　
・L字アルミアングル×13 ・プラスチック部品×1 ・タイラップ×23
・ウォームギア×1 ・ 4速ギア×1 ・クリアファイル ・タイヤ×2
・六角シャフト×1 ・ポリプロピレン

射出ロボット

回収ロボット

EclipseEclipseロボットに使われた材料


